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Topics
『
令
和
2
年
版
防
衛
白
書
』（
以
下
、
白
書
）
が
七
月
十
四
日
、
公

表
さ
れ
た
。
か
つ
て
海
上
自
衛
隊
の
搭
乗
員
だ
っ
た
筆
者
は
、
白
書

の
記
述
で
将
来
戦
闘
機
の
項
目
に
は
特
に
注
意
が
向
く
。

今
回
の
白
書
で
は
一
頁
弱
を
使
い
次
期
戦
闘
機
の
開
発
に
つ
い
て

解
説
し
て
い
る
。
そ
こ
に
「
令
和
2
年
度
か
ら
わ
が
国
主
導
の
開
発

に
着
手
す
る
予
定
で
す
」（
白
書
、
４
２
７
頁
）
と
あ
る
。
防
衛
省

が
重
視
す
る
項
目
と
し
て
、
①
改
修
の
自
由
度
と
拡
張
性
の
獲
得
、

②
技
術
的
知
見
の
蓄
積
と
国
内
整
備
基
盤
の
確
保
、
③
開
発
コ
ス
ト

や
開
発
遅
延
に
伴
う
リ
ス
ク
低
減
、
を
あ
げ
る
。

次
期
戦
闘
機
開
発
は
「
こ
れ
ま
で
の
航
空
機
開
発
事
業
と
比
べ
て

も
極
め
て
大
規
模
な（
中
略
）一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
同
書
）で
あ
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
す
で
に
始
動
し
て
お
り
、
四
月
に
は
、
防
衛
装
備

庁
が
次
期
戦
闘
機
の
設
計
や
契
約
の
実
務
を
担
う
専
属
チ
ー
ム
を
新

設
し
、
本
年
末
ま
で
に
米
英
両
国
と
共
同
開
発
や
技
術
協
力
の
枠
組

み
を
決
め
る
方
針
だ
と
い
う
。

ま
た
、
七
月
七
日
、
防
衛
省
が
自
民
党
国
防
部
会
に
示
し
た
開
発

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
よ
る
と
、
二
〇
二
四
年
度
に
試
作
機
の
製
造
を
、

Ｆ
―

2
が
退
役
す
る
三
五
年
度
に
配
備
開
始
を
目
指
す
と
い
う
。

歯
車
は
回
り
だ
し
て
い
る
。
防
衛
省
が
重
視
す
る
項
目
が
、
ど
の

よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
か
。
背
景
を
含
め
、
最
近
の
議
論
を
少
し
振

り
返
り
、
考
え
る
き
っ
か
け
と
し
た
い
。
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●
Ｆ
―
35
墜
落
の
衝
撃

一
般
に
国
軍
同
士
の
交
戦
場
面
を
想
定
す
る
と
、
最
初
に
会
敵
す

る
の
は
航
空
戦
力
で
あ
り
、
初
戦
の
帰
趨
が
爾
後
の
戦
闘
に
大
い
に

影
響
す
る
と
さ
れ
る
。
空
中
戦
の
主
体
で
あ
る
戦
闘
機
、
そ
の
主
任

務
は
、
平
た
く
言
え
ば
敵
戦
闘
機
の
撃
破
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
性

能
面
、
数
量
面
で
の
絶
対
優
位
が
必
要
と
さ
れ
、
そ
れ
ゆ
え
各
国
は
、

航
空
戦
力
（
エ
ア
パ
ワ
ー
）
の
充
実
に
鎬し
の
ぎ

を
削
る
。

現
在
、
航
空
自
衛
隊
の
保
有
す
る
戦
闘
機
は
、
減
勢
中
の
Ｆ
―

4

と
そ
の
後
継
の
Ｆ
―

35
Ａ
、
Ｆ
―

15
非
近
代
化
機
と
Ｆ
―

15
近
代
化
機

（
能
力
向
上
型
）、
そ
し
て
間
も
な
く
退
役
を
迎
え
る
Ｆ
―

2
と
い
う

構
成
だ
。
い
ず
れ
Ｆ
―

4
、Ｆ
―

15
非
近
代
化
機
、Ｆ
―

2
が
姿
を
消
し
、

Ｆ
―

35
Ａ
、
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｖ
Ｌ
型
（
短
距
離
離
陸
・
垂
直
着
陸
）
Ｆ
―

35
Ｂ
、

Ｆ
―

15
近
代
化
機
を
中
心
と
し
た
航
空
戦
力
に
Ｆ
―

2
後
継
機
が
加
わ

る
。
白
書
に
記
述
の
あ
る
「
異
な
る
戦
闘
シ
ス
テ
ム
を
備
え
た
（
中

略
）
三
機
種
の
戦
闘
機
か
ら
な
る
戦
闘
機
体
系
」
と
は
、
こ
の
こ
と

を
指
す
。

一
方
、
わ
が
国
周
辺
の
安
全
保
障
環
境
は
年
々
悪
化
の
道
を
た
ど

っ
て
い
て
、
中
国
、
北
朝
鮮
、
ロ
シ
ア
の
動
き
に
隙
を
見
せ
る
こ
と

は
許
さ
れ
な
い
。
中
国
も
ロ
シ
ア
も
す
で
に
Ｆ
―

35
と
同
レ
ベ
ル
の

ス
テ
ル
ス
性
能
な
ど
を
向
上
し
た
第
5
世
代
戦
闘
機
（
Ｊ
―

20
や
Ｓ

ｕ
―

57
）
を
就
役
さ
せ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、
二
〇
一
九
年
四
月
九
日
、
航
空
自
衛
隊
三
沢
基

地
所
属
の
Ｆ
―

35
Ａ
が
訓
練
中
に
青
森
沖
の
太
平
洋
上
で
墜
落
し
た
。

最
新
鋭
機
の
事
故
は
大
き
な
衝
撃
で
あ
っ
た
。

一
旦
事
故
が
起
き
る
と
、原
因
が
分
か
る
ま
で
飛
行
停
止
と
な
り
、

エ
ア
パ
ワ
ー
に
穴
が
開
く
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
済
ま
な
い
。
優
秀
な

搭
乗
員
が
犠
牲
に
な
れ
ば
、
機
体
に
対
す
る
信
頼
の
み
な
ら
ず
部

隊
の
士
気
も
低
下
す

る
。
事
故
が
機
体
の

問
題
で
あ
れ
ば
改
修

も
必
要
と
な
る
が
、

原
因
が
分
か
ら
な
け

れ
ば
対
策
も
施
せ
な

い
。そ

ん
な
状
態
が
し

ば
ら
く
続
い
た
一
月

後
、
懸
命
な
捜
索
で

フ
ラ
イ
ト
レ
コ
ー
ダ

F-35A
出典：航空自衛隊HP（https://www.mod.go. 
jp/asdf/equipment/sentouki/F-35/index.
html）
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ー
の
一
部
が
回
収
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
の
中
に
飛
行
デ
ー
タ
を
記
録

し
た
メ
モ
リ
ー
は
発
見
さ
れ
ず
、
結
局
、
事
故
原
因
を
特
定
で
き
る

証
拠
は
直
接
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

事
故
調
査
委
員
会
は
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
空
間
識
失
調
（
平
衡
感
覚

の
喪
失
）
を
事
故
原
因
と
結
論
し
た
が
、
様
々
な
状
況
証
拠
で
推
測

す
る
し
か
な
か
っ
た
。
直
接
証
明
で
き
る
の
は
、
機
体
を
生
産
し
た

外
国
メ
ー
カ
ー
が
遠
隔
で
独
自
に
取
得
す
る
デ
ー
タ
で
、
そ
れ
は

米
国
政
府
の
管
理
下
に
置
か
れ
て
い
る
と
い
う
。
つ
ま
り
、
事
故
の

対
策
や
教
訓
を
得
る
に
は
、
外
国
政
府
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と

を
意
味
す
る
。
加
え
て
、
実
際
に
改
修
し
よ
う
と
し
て
も
、
わ
が

国
の
裁
量
で
自
由
に
で
き
な
い
。
Ｆ
―

35
の
改
修
や
機
能
拡
張
は
米

国
主
導
で
行
わ
れ
る
た
め
、
自
由
度
が
非
常
に
少
な
い
と
さ
れ
る 

の
だ
。

今
後
、
わ
が
国
は
Ｆ
―

35
を
完
成
品
と
し
て
米
国
か
ら
総
数
で

百
四
十
七
機
購
入
す
る
計
画
だ
が
、
自
由
に
改
修
も
で
き
な
い
よ
う

な
機
体
で
は
、
わ
が
国
防
衛
に
最
適
な
選
択
と
は
到
底
思
え
な
い
。

つ
ま
り
、
白
書
が
記
述
す
る
次
期
戦
闘
機
の
開
発
で
重
視
す
る
項
目

の
一
番
目
「
改
修
の
自
由
度
と
拡
張
性
の
獲
得
」
は
、
Ｆ
―

35
Ａ
墜

落
の
教
訓
を
受
け
た
大
変
重
要
な
課
題
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

●
Ｆ
―
2
開
発
と
い
う
貴
重
な
教
訓

前
述
の
Ｆ
―

35
は
退
役
す
る
Ｆ
―

4
及
び
非
改
修
Ｆ
―

16
（
非
近
代

化
機
）
の
後
継
機
だ
が
、
次
に
退
役
を
迎
え
る
の
は
Ｆ
―

2
だ
。
そ

も
そ
も
Ｆ
―

2
の
開
発
時
に
は
、
様
々
な
困
難
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら

得
た
貴
重
な
教
訓
を
無
駄
に
し
て
は
な
ら
な
い
。

Ｆ
―

2
開
発
で
は
、
当
初
は
独
自
国
内
開
発
を
目
指
し
て
い
た
が
、

米
国
か
ら
の
横
や
り
で
、共
同
開
発
に
な
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。

Ｆ
―

2
戦
闘
機
の
主
任
設
計
者
で
あ
っ
た
神
田
國
一
氏
が
著
書
『
主

任
設
計
者
が
明
か
す
Ｆ
―

2
戦
闘
機
開
発
』（
並
木
書
房
、
二
〇
一
八

年
）
で
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

神
田
氏
に
よ
る
と
、
当
初
、
国
内
開
発
が
当
然
と
考
え
て
い
た
と

こ
ろ
、
米
国
が
軍
用
機
の
重
要
市
場
の
確
保
と
同
機
種
で
の
日
米
共

同
運
用
の
可
能
性
を
求
め
て
、
米
国
既
存
機
の
日
米
共
同
開
発
を
提

案
し
、
Ｆ
―

16
を
改
造
開
発
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
と
い
う
。

そ
の
結
果
、
日
本
の
技
術
陣
は
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
社

（
後
に
ロ
ッ
キ
ー
ド
マ
ー
チ
ン
社
と
合
併
）
製
Ｆ
―

16
の
機
体
設
計
を

も
と
に
、
日
本
の
特
性
に
応
じ
た
改
造
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
譬

え
て
言
え
ば
、「
平
屋
の
家
を
二
階
建
て
」
に
す
る
よ
う
な
も
の
で
、
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全
く
別
の
設
計
が
必
要
に
な
っ
た
の
だ
。

し
か
し
米
側
は
、
Ｆ
―

16
の
設
計
図
は
渡
し
て
も
根
拠
資
料
は
開

示
せ
ず
、
試
験
結
果
さ
え
も
含
め
な
い
と
す
る
な
ど
、
共
同
開
発
の

コ
ン
セ
プ
ト
に
当
初
は
大
き
な
ズ
レ
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

そ
れ
で
も
、わ
が
国
主
導
の
共
同
開
発
は
成
功
し
た
。
そ
の
訳
は
、

Ｆ
―

2
の
主
翼
用
に
日
本
企
業
が
独
自
開
発
し
た
複
合
材
一
体
成
型

技
術
な
ど
の
先
進
技
術
の
蓄
積
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
。
常
に
一

級
の
最
新
技
術
を
求
め
る
意
思
と
能
力
、
そ
し
て
実
績
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
、
そ
れ
が
バ
ー
ゲ
ニ
ン
グ
パ
ワ
ー
と
な
り
、
共
同
開
発
の
主

導
権
を
握
れ
た
と
神
田
氏
は
指
摘
す
る
。

●
国
産
の
可
能
性
と
生
産
基
盤
へ
の
不
安

な
ら
ば
現
時
点
に
お
い
て
、
次
期
戦
闘
機
の
開
発
に
必
要
な
独
自

の
先
進
技
術
は
蓄
積
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
の
か
。

今
か
ら
四
年
前
の
二
〇
一
六
年
四
月
二
十
二
日
、
国
産
の
先
端
技

術
実
証
機
Ｘ
2
が
、
県
営
名
古
屋
空
港
で
離
陸
し
、
一
般
に
お
披
露

目
さ
れ
た
。
Ｘ
2
は
、
支
援
戦
闘
機
Ｆ
―

2
の
後
継
機
開
発
の
た
め

の
機
体
で
、
こ
の
実
証
機
「
心
神
」
の
飛
行
に
よ
っ
て
、
ス
テ
ル
ス

機
を
国
産
技
術
で
開
発
で
き
る
こ
と
の
一
端
が
証
明
さ
れ
た
。

 

Ｘ
2
が
実
験
用
と
し
て
搭
載
し
た
エ
ン
ジ
ン
は
Ｉ
Ｈ
Ｉ
の
Ｘ
Ｆ

5
と
い
う
推
力
五
ト
ン
ク
ラ
ス
の
Ｆ
―

2
用
で
あ
っ
た
。
本
来
Ｘ
2

の
た
め
に
開
発
中
の
エ
ン
ジ
ン
は
Ｘ
Ｆ
9
で
、
推
力
は
十
五
ト
ン
ク

ラ
ス
。
当
時
は
ま
だ
地
上
実
験
が
終
わ
っ
た
ば
か
り
だ
っ
た
。
実
用

化
に
は
ま
だ
遠
い
道
の
り
が
あ
る
が
、
そ
の
能
力
の
高
さ
は
、
Ｆ
―

15
や
Ｆ
―

22
に
比
肩
す
る
と
い
わ
れ
る
。

エ
ン
ジ
ン
以
外
で
も
、機
体
の
先
進
複
合
材
料
に
は
定
評
が
あ
り
、

高
出
力
小
型
レ
ー
ダ
ー
Ａ
Ｅ
Ｓ
Ａ
も
完
成
し
、
個
々
の
パ
ー
ツ
は
揃

い
つ
つ
あ
る
。

で
は
生
産
基
盤
は

ど
う
か
。
果
た
し
て
、

わ
が
国
の
防
衛
産
業

は
、
国
産
の
戦
闘
機

を
量
産
で
き
る
能
力

が
あ
る
の
か
。
国
内

開
発
の
た
め
に
は
、

戦
闘
機
製
造
を
担
う

関
連
企
業
の
技
術
力

維
持
と
い
う
問
題
が

大
き
く
立
ち
は
だ
か

先進技術実証機 X2
出典：防衛省 HP（https://www.mod.go.jp/ 
j /pub l i ca t i on/wp/wp2016/h tm l/nc 
044000.html）
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る
。
大
手
航
空
機
メ
ー
カ
ー
の
下
に
は
、
沢
山
の
中
小
下
請
け
メ
ー

カ
ー
が
あ
り
、
独
自
の
技
術
を
持
っ
た
熟
練
工
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ

て
き
た
。

後
世
に
技
術
を
継
承
す
る
た
め
伊
勢
神
宮
は
二
十
年
ご
と
に
式
年

遷
宮
を
行
う
と
い
う
知
恵
が
あ
る
が
、
戦
闘
機
メ
ー
カ
ー
に
技
術
継

承
の
仕
組
み
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
人
手
不
足
の
世
の
中
で
養
成
に

約
二
十
年
か
か
る
熟
練
工
を
含
む
技
術
者
を
確
保
し
続
け
な
け
れ

ば
、
戦
闘
機
の
生
産
ラ
イ
ン
を
組
む
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い

か
、
な
ど
一
抹
の
不
安
が
残
る
。

そ
の
不
安
を
裏
付
け
る
か
の
よ
う
な
報
告
書
が
あ
る
。
二
〇
一
七

年
十
月
、
日
本
航
空
宇
宙
工
業
会
（
Ｓ
Ｊ
Ａ
Ｃ
）
は
、「
将
来
戦
闘

機
国
内
開
発
の
早
期
立
ち
上
げ
に
関
す
る
要
望
書
」
を
国
に
提
出
。

要
望
書
は
そ
の
中
で
、「
戦
後
、
六
十
年
に
わ
た
り
Ｆ
―

1
／
Ｆ
―

4

／
Ｆ
―

15
／
Ｆ
―

2
等
の
開
発
・
製
造
等
に
よ
っ
て
戦
闘
機
生
産
・
技

術
基
盤
を
構
築
し
て
き
た
」。
し
か
し
「
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一

年
）
の
Ｆ
―

2
生
産
終
了
以
来
、
わ
が
国
で
は
戦
闘
機
の
国
内
開
発
・

生
産
を
行
わ
な
い
空
白
期
間
が
続
い
て
」
い
る
と
い
う
。

そ
の
結
果
と
し
て
「
開
発
経
験
の
あ
る
戦
闘
機
技
術
者
や
製
造
分

野
で
高
度
な
ス
キ
ル
を
有
す
る
技
能
工
の
散
逸
・
減
少
が
進
ん
で
」

「
人
材
が
枯
渇
す
る
と
い
う
危
機
を
抱
え
て
い
る
」
と
、
大
き
な
警

鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
。
ま
さ
に
、
戦
闘
機
生
産
・
技
術
基
盤
の
危
機

的
状
況
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
、
白
書
が
記
述
す
る
重
視
項
目
の
二
番
目

「
技
術
的
知
見
の
蓄
積
と
国
内
整
備
基
盤
の
確
保
」
も
、
切
羽
詰
ま

っ
た
課
題
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

●
国
益
を
考
え
れ
ば
国
産

そ
れ
で
は
次
期
戦
闘
機
の
開
発
に
つ
い
て
、
国
や
産
業
界
は
、
い

ず
れ
の
方
向
を
向
い
て
い
る
の
か
。
日
本
経
済
団
体
連
合
会
は
、
四

月
十
六
日
、「
新
た
な
防
衛
計
画
の
大
綱
と
中
期
防
衛
力
整
備
計
画

の
着
実
な
実
現
に
向
け
て
」
と
題
す
る
報
告
書
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

で
公
表
し
て
い
る
。

そ
の
中
で
、
新
大
綱
・
中
期
防
の
実
現
に
は
「
民
側
の
声
が
官
側

に
届
く
仕
組
み
を
切
望
」
し
て
お
り
、
国
か
ら
民
間
へ
の
一
方
通
行

と
い
う
こ
れ
ま
で
の
連
携
不
足
を
指
摘
す
る
。
一
方
、「
産
業
界
と

し
て
も
、
持
て
る
技
術
力
と
経
験
を
結
集
し
、
将
来
戦
闘
機
の
開
発
・

生
産
に
最
適
な
貢
献
を
行
え
る
よ
う
（
中
略
）
企
業
間
連
携
を
深
め

て
い
く
」
と
あ
り
、
民
間
同
士
の
結
束
を
図
り
な
が
ら
開
発
・
生
産

す
る
と
い
う
意
欲
が
う
か
が
え
る
。
た
だ
し
、
現
場
の
生
産
基
盤
の

脆
弱
性
は
既
述
の
と
お
り
だ
が
。
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他
方
、
国
は
昨
年
暮
れ
に
発
表
し
た
中
期
防
で
、
次
期
戦
闘
機
の

開
発
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
述
す
る
。「
将
来
戦
闘
機
に
つ
い
て

（
中
略
）
国
際
協
力
を
視
野
に
、
わ
が
国
主
導
の
開
発
に
早
期
に
着

手
す
る
」「
国
際
協
力
を
視
野
に
」
と
い
う
こ
と
は
、
共
同
開
発
が

前
提
と
な
っ
て
い
て
、「
わ
が
国
主
導
」
で
は
あ
っ
て
も
独
自
開
発

で
は
な
い
。
こ
れ
が
本
当
に
国
益
に
資
す
る
の
か
、
や
は
り
不
安
は

残
る
。

先
に
紹
介
し
た
神
田
氏
は
、「
戦
闘
機
の
技
術
資
料
、試
験
結
果
は
、

ど
こ
の
国
で
も
す
べ
て
「
秘
扱
い
」
と
す
る
の
で
、
不
具
合
対
策
を

実
施
す
る
時
も
能
力
向
上
の
た
め
改
良
す
る
時
も
、
そ
れ
ら
資
料
や

デ
ー
タ
が
な
い
と
何
も
で
き
ず
…
…
」
と
い
う
。
だ
か
ら
、
戦
闘
機

の
独
自
国
内
開
発
は
当
然
だ
と
主
張
す
る
。

ち
な
み
に
、
Ｆ
―

2
の
際
に
独
自
開
発
さ
れ
た
複
合
材
一
体
成
型

技
術
は
米
側
の
要
求
で
開
示
さ
れ
、
ボ
ー
イ
ン
グ
７
８
７
の
主
翼
に

も
採
用
さ
れ
た
軍
民
共
用
の
優
れ
た
技
術
で
あ
る
。
そ
の
他
に
、
フ

ェ
イ
ズ
ド
ア
レ
イ
レ
ー
ダ
ー
の
技
術
は
、
高
速
道
路
の
Ｅ
Ｔ
Ｃ
や
車

載
用
衝
突
防
止
レ
ー
ダ
ー
に
、
機
体
接
合
用
の
チ
タ
ン
ボ
ル
ト
は
、

医
療
用
骨
折
時
補
強
チ
タ
ン
ボ
ル
ト
に
、
そ
れ
ぞ
れ
ス
ピ
ン
オ
フ
さ

れ
て
い
る
。
戦
闘
機
の
先
進
技
術
か
ら
派
生
す
る
民
間
へ
の
経
済
効

果
は
少
な
く
な
い
。

次
期
戦
闘
機
の
選
定
は
、
運
用
要
求
に
性
能
と
価
格
が
合
致
す
る

か
と
い
う
費
用
対
効
果
を
比
較
す
る
だ
け
で
良
い
の
か
。
た
し
か
に

米
国
と
の
共
同
開
発
は
、
実
現
可
能
性
、
採
算
性
、
と
い
う
意
味
で

現
実
的
な
選
択
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
コ
ス
ト
面
ば
か
り
に
目
を
奪

わ
れ
る
と
長
期
的
な
視
点
を
見
落
と
す
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
戦

闘
機
生
産
技
術
基
盤
の
維
持
、
国
内
外
の
民
生
技
術
へ
の
波
及
効
果

は
、
計
り
知
れ
な
い
国
益
を
創
出
す
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
だ
。

白
書
が
記
述
す
る
重
視
項
目
の
三
番
目
「
開
発
コ
ス
ト
や
開
発
遅

延
に
伴
う
リ
ス
ク
低
減
」
は
、
寧
ろ
逆
に
開
発
コ
ス
ト
が
上
が
っ
た

と
し
て
も
、
国
内
産
業
を
育
成
し
、
常
に
世
界
ト
ッ
プ
の
先
進
技
術

を
追
求
す
る
こ
と
を
優
先
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
う
。
た
だ
し
、

Ｆ
―

2
に
は
退
役
期
限
と
い
う
時
間
的
制
約
が
あ
り
、
開
発
遅
延
と

い
う
リ
ス
ク
は
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

●
対
等
な
関
係
で
こ
そ
強
い
同
盟

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
を
総
合
的
に
勘
案
す
れ
ば
、
次

期
戦
闘
機
は
、
Ｆ
―

2
開
発
の
教
訓
を
生
か
し
、
独
自
国
内
開
発
を

追
求
す
る
こ
と
が
国
益
に
資
す
る
と
考
え
る
。
そ
の
上
で
、
米
側
が

共
同
開
発
を
提
案
し
、日
本
の
技
術
が
欲
し
い
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
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Topics
製
品
は
渡
す
が
技
術
情
報
は
開
示
し
な
い
の
が
本
筋
だ
ろ
う
。
は
じ

め
か
ら
「
国
際
協
力
を
視
野
に
（
次
期
中
期
防
）」
で
は
、
足
元
を

見
ら
れ
る
だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
は
米
国
製
を
凌
駕
す
る

日
本
の
戦
闘
機
を
作
り
、米
国
が
そ
れ
を
買
う
と
い
う
構
図
に
よ
り
、

初
め
て
対
等
な
同
盟
関
係
が
見
え
て
く
る
。

日
米
が
鉾
と
盾
の
関
係
と
い
う
の
は
、
現
代
の
空
中
戦
で
は
当
て

は
ま
ら
な
い
。
周
辺
国
と
領
域
を
接
す
る
空
域
で
最
前
線
に
立
つ
の

は
空
自
も
在
日
米
軍
も
一
緒
で
あ
る
。
と
く
に
セ
ン
サ
ー
と
デ
ー
タ

が
統
合
さ
れ
た
Ａ
Ｉ
、
サ
イ
バ
ー
領
域
、
電
子
戦
と
い
う
環
境
の
中

で
は
、
鉾
と
盾
の
峻
別
は

で
き
な
い
。
だ
か
ら
、
ど

ち
ら
も
信
頼
で
き
る
鉾
で

あ
り
盾
で
あ
る
必
要
が
あ

る
。
そ
の
信
頼
は
対
等
な

関
係
で
こ
そ
得
ら
れ
る
に

違
い
な
い
。

 

世
界
の
名
機
と
謳
わ

れ
た
「
ゼ
ロ
戦
」
を
作
り
、

戦
後
も
幾
多
の
困
難
を
乗

り
越
え
戦
闘
機
を
作
り
続

零式艦上戦闘機二二型
筆者撮影（ニュージーランド　オークランド
戦争記念博物館）

け
て
き
た
国
内
企
業
に
は
、
開
発
・
生
産
す
る
側
の
「
技
術
者
魂
」

や
「
意
地
」
が
あ
る
と
信
じ
た
い
。
わ
が
国
の
戦
闘
機
産
業
を
牽
引

し
て
き
た
先
達
の
労
苦
に
報
い
る
た
め
に
も
、
今
は
無
理
で
あ
っ
て

も
い
ず
れ
は
戦
闘
機
の
独
自
国
内
開
発
と
い
う
目
標
に
向
か
っ
て
官

民
が
結
束
し
て
邁
進
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
や
ま
な
い
。

冒
頭
述
べ
た
よ
う
に
、
次
期
戦
闘
機
開
発
の
歯
車
は
す
で
に
回
り

始
め
て
い
る
。
白
書
が
記
述
す
る
防
衛
省
の
重
視
項
目
や
、
共
同
開

発
の
枠
の
中
ど
こ
ま
で
「
わ
が
国
主
導
」
で
国
益
を
追
求
で
き
る
か
、

こ
れ
か
ら
も
注
目
し
て
い
き
た
い
。


